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バイオエコノミーは流行っているのか？

 Google Scholar
 Googleの提供する検索サービスのひとつ

学術専門誌、論文、書籍、要約など、さまざまな分野
の学術資料を検索できる
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バイオエコノミーは流行っているのか？

 「bioeconomy」で検索

 約18,200件
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バイオエコノミーは流行っているのか？

 「バイオエコノミー」で検索

約774件

 1ページ目（7件目）に誤ヒット
 「長距離選手のランニングエコノミーに影響を及ぼす体力お
よび技術的要因の検討」
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バイオエコノミーは流行っているのか？

 googleトレンド／地域別インタレスト
人気度： ０～100

 どの地域で人気が高いか（よく検索されているか）

 bioeconomy, 過去5年間, すべての地域
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バイオエコノミーは流行っているのか？

 世界的には流行っている

特にヨーロッパ、それも北ヨーロッパで顕著

フィンランド、スウェーデン、ノルウェー

 ドイツ、オランダ

東南アジアもまあまあ

マレーシア、シンガポール…

 日本ではぜんぜん流行っていない！
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にもかかわらず…

本日の主題は

バイオエコノミーの批判的検討

 批判的検討（critical studies)
社会科学のひとつの態度

既存の前提を疑い、再帰的に検討する

特に社会構造と力（権力）に注目する
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バイオエコノミーについて

 合意されている（としてもよさそうな）こと

地球環境の限界（プラネタリー・バウンダリー）

社会経済システムの変化の必要性

化石燃料依存から生物資源利用へのシフト
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IPCC 1.5℃特別報告書 【気候変動】 2018年
• 社会のあらゆる側面で急速かつ広範な、これまでに例を見
ない変化が必要

IPBES 地球規模アセスメント報告書 【生物多様性】 2019年
• 経済・社会・政治・科学技術における横断的な社会変容
（transformative change）
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バイオエコノミーについて

 実はそれほど合意されていないこと

生物資源の割合はどれくらいなのか

…100％生物資源？ 化石資源も一部活用？

バイオエコノミーによる社会経済とはどういうものか

…現行の社会経済システムと同じ？ 違う？

 そのとき人々の文化や価値観はどうなっているのか

…なにが大切なのか？ 人間関係は？
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持続可能性の分類：弱い vs 強い 持続可能性

人工資本が自然資本を代替できるかどうか

代替可能、総和を維持すればOK ⇒ 弱い持続可能性

代替不可能、補完的な存在 ⇒ 強い持続可能性
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R.K.ターナー, D. ピアス, I.ベイトマン（2001) 『環境経済学入門』
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バイオエコノミーに関する批判的検討

 科学技術や経済のプロジェクトではなく政治のプロジェクト
 新自由主義的資本主義を守るための新しい政治的幻想

社会や環境の点から批判されている

 OECDが元ネタ（The Bioeconomy to 2030）

 社会問題の解決ではなく、 “特定の方法でのみ”解決できると
している

 新自由主義的な「競争」パラダイムに囚われている
 技術や知識の独占、あるいは商品化
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バイオエコノミーに関する批判的検討 12

 森林バイオエコノミーに関する社会科学論文のレビュー （70本
程度）

 肯定的、記述的なものが多く、批判的なものは少ない

 EUバイオエコノミー戦略に影響されているものが多い
バイオエコノミー＝脱化石燃料＋経済成長＋国際競争

 材料としての木質や森林管理を「変わるべき」とするものが多
い

 持続可能性の意味が、「再生可能生物資源を使うこと」と「森林
バイオマスの長期的持続可能性」に狭められている

 科学技術の発展とそれを促進する政策や社会経済に偏りがち

⇔森林の生態学や地域（農山村）の現実とかけ離れがち

 産官学の連携が主張されがち

⇔ （森林＋生物）企業主義に陥りがち
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日本の将来社会

 日本の持続可能な将来社会シナリオ

 Saito et al (2018) Sustainability
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自然資本利用・
集中型

自然資本利用・
分散型

人工資本利用・
分散型

人工資本利用・
集中型

Saito et al(2018)"Co-design of national-scale 
future scenarios in Japan to predict and 
assess natural capital and ecosystem 
services“, Sustainability
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日本の将来社会

 (a)自然資本利用・分散居住タイプ
 テレワークや二地域居住
 農林水産業に携わる人が現在より農山村に多く住む。
 自然エネルギーが多く導入され、発電網などは分散型で設計される。
 人と自然の関係が強く維持される
 伝統知識やその土地ならではの知識が尊重される。
 人間関係は地縁を中心に形成されるが、IT技術などで遠隔地の人とも
新たなつながりができる。

 (b)自然資本利用・集中居住タイプ
 都市への集中、農山村からの撤退
 農林水産業従事者も都市に。農山村では今以上に空き家が増える。

 人が住まなくなった農山村は、農業や自然エネルギー発電の場になっ
たり、自然に戻したり。

 人間関係は、地縁ではなく、理想や目標が同じ人々の間で形成される。
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まとめ

 なんのための森林バイオエコノミーか

化石資源を木質資源に替えるだけでいいの？

 それが地方創生を含むのであれば…

⇒誰が自然資源を管理・統治するのか

⇒正統性、地方を搾取しない仕組み

 それが地球環境問題の解決を目指すのであれば…

⇒「絶対的な負荷の削減」をどう導くか

⇒ライフスタイルの再編という道筋もあるのでは？
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